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一
般
会
計

　

当
初
予
算
は
約
１
２
８
億

９
千
万
円
、
11
回
の
補
正
を

行
い
最
終
予
算
額
は
１
９
８

億
２
０
４
９
万
円
で
す
。

　

歳
入
決
算
額
は
１
７
２
億

６
７
８
７
万
円
に
対
し
て
歳

出
決
算
額
は
１
６
７
億
８
７

２
９
万
円
で
翌
年
度
繰
越
分

を
除
く
と
実
質
収
支
額
は
４

億
７
８
８
９
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

実
質
単
年
度
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
１
億
４
６
３
８
万
円
で

す
。

歳
入

　

町
税
は
９
億
９
１
６
９
万

円
、
昨
年
よ
り
２
５
７
１
万

円
減
少
し
ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
は

前
年
度
比
１
億
３
１
１
２
万

円
増
の
33
億
８
８
６
１
万
円
、

特
別
交
付
税
は
前
年
比
１
億

４
９
４
４
万
円
増
の
15
億
１

７
９
２
万
円
で
し
た
。

歳
出

　

公
債
費
（
借
金
返
済
）
は

19
億
５
１
２
５
万
円
、
前
年

度
と
比
較
し
て
増
額
で
す
。

　

物
件
費
（
人
件
費
・
維
持

補
修
費
・
扶
助
費
等
）
は
24

億
９
０
６
７
万
円
、
補
助
費

等
（
負
担
金
・
各
種
補
助
金

及
び
交
付
金
等
）
は
37
億
２

８
３
５
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
と
比
較
し
て
大
幅
に
増

額
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
状
況

　

基
金
は
将
来
の
借
金
返
済

を
考
え
、
前
年
と
比
べ
３
億

８
０
９
４
万
円
上
積
み
し
、

総
額
44
億
２
０
４
０
万
円
を

積
み
立
て
し
て
い
ま
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　

診
療
収
入
は
前
年
度
比
１

１
９
４
万
円
減
の
２
億
５
９

６
万
円
で
す
。

　

収
入
内
訳
は
前
年
と
比
較

し
て
入
院
収
入
は
３
６
３
万

円
減
、
外
来
収
入
は
１
２
５

万
円
減
、
検
診
・
予
防
接
種

な
ど
の
収
入
で
７
０
５
万
円

減
少
で
す
。

　

へ
き
地
直
診
調
整
交
付
金

９
６
４
３
万
円
、
町
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
し
て

１
億
６
１
２
５
万
円
、
歳
入

合
計
は
５
億
２
１
８
７
万
円
、

歳
出
合
計
は
４
億
５
９
６
０

万
円
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計

　

１
年
間
の
企
業
活
動
を
表

す
収
益
的
収
支
で
は
収
入
１

億
６
９
１
７
万
円
、
支
出
１

億
８
０
９
９
万
円
で
す
。

　

将
来
の
営
業
活
動
を
行
う

た
め
の
諸
施
設
の
建
設
・
更

新
の
た
め
の
費
用
を
表
す
資

本
的
収
支
で
は
収
入
は
６
３

５
３
万
円
、
支
出
は
１
億
１

６
７
７
万
円
で
す
。

令和５年度 一般会計・診療所特別会計

172億円の決算を認定

佐藤副町長

下水道事業会計も原案通り認定

も
の
に
町
民
の
福
祉
向
上

を
考
え
追
加
で
予
算
化
し

て
執
行
し
た
結
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
（
今
綾
議
員
）

　

今
回
の
決
算
額
は
過
去

最
高
で
あ
る
が
町
長
の
所

感
は
。

Ａ
（
町
長
）

　

前
町
長
が
予
算
化
し
た

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

高
校
生
国
際
交
流
写
真

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
費
用

対
効
果
は
。

Ａ
（
町
長
）

　

費
用
は
増
大
傾
向
で
あ

る
が
助
成
金
の
確
保
、
参

加
国
に
費
用
を
分
担
し
て

も
ら
う
な
ど
負
担
を
軽
減

し
て
い
き
た
い
。

　

事
業
を
通
し
て
人
脈
や

関
係
人
口
作
り
、
日
本
語

学
校
や
写
真
の
町
で
あ
る

東
川
町
に
良
い
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
。

● 

９
月
10
日
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
、
診
療
所
特

別
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
佐

藤
副
町
長
の
説
明
、
長
原
代
表
監
査
委
員
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

● 

総
務
文
教
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
て
11
・
12

日
に
各
課
か
ら
決
算
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

● 

17
日
の
本
会
議
で
は
各
会
計
の
決
算
を
全
会
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。
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単位：千円

※令和５年度より地方公営企業会計となった下水道事業会計を除く

単位：千円

 （単位：千円）
会　　　　計　　　　別 歳　　　入 歳　　　出 残　　　高

一 般 会 計 17,267,873 16,787,294 480,579
東川町立診療所特別会計 521,868 459,599 62,269
合 　 　 　 計 17,789,741 17,246,893 542,848
前 　 年 　 度 16,829,208 16,099,670 729,538
比 較 増 減 額 960,533 1,147,223 △ 186,690

（単位：千円・％）
年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

町 税 927,879 915,434 920,324 1,017,393 991,685
分担金及び負担金 29,381 16,807 27,457 34,526 41,179
使用料及び手数料 276,593 216,593 195,157 255,989 292,589
財 産 収 入 41,145 28,866 24,637 31,958 33,281
寄 附 金 655,791 903,817 1,295,917 1,384,727 2,053,172
繰 入 金 268,367 458,209 480,268 776,606 1,066,911
繰 越 金 190,132 179,237 318,707 458,264 680,597
諸 収 入 305,753 445,955 362,035 429,763 480,340

計
29.12 25.53 28.13 27.27 32.66

2,695,041 3,164,918 3,624,502 4,389,226 5,639,754

不動産売払収入
を除いた計

28.86 25.45 28.12 27.26 32.58
2,671,035 3,155,012 3,623,275 4,387,184 5,625,357

歳 入 決 算 額 9,287,269 12,397,438 12,884,063 16,092,496 17,267,873

区分

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

歳　入

歳　出

自主財源 32.7%

消費的経費 51.8％

その他 11.8%

■■町税991,685　5.8％

■■繰入金1,066,911　6.2%
■■諸収入480,340　2.8%

■■繰出金
　194,267 1.2％

■■積立金・その他
　1,768,833　10.6％

■■地方交付税
　4,906,530　28.4%　

■■補助事業
　2,313,276 13.8%

■■維持補修・扶助費
　872,852 5.2%

■■その他358,545
　2.1%
■■町債2,814,554
　16.3%

■■国・道支出金
　3,548,490 　20.5%

■■その他
　2,808,229
　16.2%

■■単独事業等
　1,858,332 11.0%

■■元金
　1,898,804 11.3％　1,898,804 11.3％

■■利子
　52,447 0.3％

■■使用料・手数料
　292,589　1.7%

■■人件費
　1,609,451 9.6%

■■物件費
　2,490,677 14.8%

■■補助費
　3,728,355 22.2%

公債費 11.6%

依存財源 67.3％

投資的経費 24.8％

歳入総額
17,267,873千円
100.0％

歳出総額
16,787,294千円
100.0％
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一
般
会
計
補
正 

第
４
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
２
７
万
円
を
増
額
し
、
総

額
は
１
６
９
億
８
３
４
１
万

円
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
入

①
児
童
手
当
負
担
金

（
２
１
５
４
万
円
）

②
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
３
８
９
万
円
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種
ワ

ク
チ
ン
確
保
事
業
助
成
金

（
８
３
０
万
円
）

④
畑
地
化
推
進
事
業
補
助
金

（
４
５
８
万
円
）

⑤
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
体
制
整
備
事
業
委
託
金

（
７
０
０
万
円
）

⑥
地
方
創
生
応
援
税
制
寄
付

金　
　
　
（
２
３
０
０
万
円
）

　

近
藤
誠
一
氏
に
よ
る
「
日

本
の
心
」、
４
冊
目
発
行
に

か
か
る
費
用
で
す
。

⑦
災
害
対
策
拠
点
機
能
強
化

事
業　
　
（
２
０
０
０
万
円
）

歳
出

①
大
雪
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事

業　
　
　
　
（
２
６
０
万
円
）

　

大
雪
山
文
化
の
発
展
に
寄

与
し
た
故
清
水
敏
一
氏
の
遺

稿
を
大
雪
山
調
査
会
設
立
１

０
０
周
年
記
念
誌
と
し
て
発

刊
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

②
地
方
創
生
応
援
税
制
魅
力

発
信
事
業（
２
３
０
０
万
円
）

　

元
文
化
庁
長
官
の
近
藤
誠

一
氏
に
よ
る
「
日
本
人
の

心
」
を
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

に
よ
り
、
第
４
巻
を
発
刊
す

る
費
用
で
す
。

③
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

事
業　
　
　
（
７
０
７
万
円
）

　

令
和
５
年
に
実
施
し
た
国

費
事
業
の
事
業
費
確
定
に
伴

う
返
還
金
で
す
。

④
児
童
手
当
支
給
事
業

（
１
９
３
７
万
円
）

　

児
童
手
当
の
支
給
拡
大
に

伴
う
費
用
で
す
。

⑤
各
種
予
防
接
種
委
託
料

（
１
３
３
０
万
円
）

　

10
月
よ
り
65
歳
以
上
な
ど

を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を

開
始
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

⑥
北
団
地
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業　
　
（
７
０
０
万
円
）

　

公
営
住
宅
地
団
地
の
水
中

ポ
ン
プ
設
置
お
よ
び
配
管
工

事
を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。

⑦
中
学
校
教
育
振
興
事
業

（
４
０
０
万
円
）

　

東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、

茨
城
県
に
て
開
催
さ
れ
る
東

日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
参
加
に
係
る
費
用
で

す
。

⑧
物
価
高
騰
支
援
給
付
金

　
　
　
（
４
３
６
万
円
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、 

Ｈ
Ｕ
Ｃ 

ポ
イ

第
３
回
定
例
会

ン
ト
ま
た
は
現
金
に
よ
る
給

付
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

所
得
確
定
に
よ
り
給
付
世
帯

数
が
当
初
の
見
込
み
を
上
回

っ
た
為
の
費
用
で
す
。

診
療
所
会
計
補
正
第
３
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３

０
５
万
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
５
億
２
４
３
万
円
で
す
。

歳
入

①
各
種
予
防
接
種
な
ど

（
１
５
３
０
万
円
）

歳
出

①
医
療
用
衛
生
材
料
費

（
１
１
６
０
万
円
）

条
例
の
一
部
改
正

東
川
町
立
東
川
日
本
語
学
校

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

第３回第３回  定例会を開催定例会を開催

Ｑ
（
杉
本
岳
大
議
員
）

①
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

を
使
い
ま
す
か
。

②
安
全
性
を
町
と
し
て
評

価
で
き
て
い
ま
す
か
。

③
ワ
ク
チ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

・
リ
ス
ク
を
町
民
に
知
ら

せ
ま
す
か
。

Ａ（
佐
々
木
保
健
福
祉
課
長
）

①
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
国
で
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
に
関
す
る
科
学
的
知
見

を
踏
ま
え
決
定
し
ま
す
。

③
広
報
な
ど
で
周
知
し
て

行
き
ま
す
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

こ
れ
ま
で
定
員
１
０
０

名
の
１
２
０
％
ま
で
超
過

し
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
定
員
数
が

１
２
０
名
に
変
更
さ
れ
ま

す
が
今
後
も
１
２
０
％
超

●　
第
３
回
定
例
会
を
、
令
和
６
年
９
月
10
〜
17
日
ま

で
開
催
し
ま
し
た
。

●　
５
名
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

●　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

●　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
・
人
事
案
件
・
条
例
案
・
請
負
契
約
・
報
告
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
・

報
告
済
と
し
ま
し
た
。
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請
負
契
約

西
５
号
道
路
改
良
工
事

　
（
１
億
１
３
３
０
万
円
）

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
い
、
㈱
ベ
ス
ト
が
落

札
し
ま
し
た
。

幼
児
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
２
億
９
９
６
１
万
円
）

　

工
事
内
容
の
変
更
に
伴
う

増
額
で
す
。

町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

　

共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ
と

公
営
住
宅
公
園
団
地
に
位
置

す
る
道
路
の
廃
止
お
よ
び
認

定
で
す
。

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更

　
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険
者
証

一
体
化
に
伴
う
規
約
の
変
更

で
す
。

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　

金
田
利
浩
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

柏
原
定
和
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
推
薦

善
行
表
彰

・
行
天　

容
子　

氏

・
越
智　

郁
子　

氏

・
松
田　

善
春　

氏

・
佐
藤　
　

茂　

氏

・
藤
田　

裕
三　

氏

・
宮
崎　

邦
範　

氏

・
㈱
フ
ァ
イ
ン
ド
ス
タ
ー
グ

ル
ー
プ

・
㈱ R‒body

・
㈱
竹
村
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ラ

イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

・
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
社
会
保
険
労
務

士
法
人

・
大
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

・
富
士
見
工
業
㈱

・
㈱
モ
ン
ベ
ル

・
㈱
内
田
洋
行

第
４
回
臨
時
会

（
８
月
７
日
）

請
負
契
約

キ
ト
ウ
シ
の
森
合
併
処
理
浄

化
槽
改
修
工
事
請
負
契
約

（
６
９
６
３
万
円
）

　

６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
い
、
花
本
建
設
㈱
が

落
札
し
ま
し
た
。

過
を
可
能
と
し
ま
す
か
。

Ａ
（
佐
藤
副
町
長
）

　

定
員
が
年
間
１
２
０
名

と
な
る
の
で
、
そ
の
人
数

を
超
過
し
な
い
運
営
を
し

て
い
き
ま
す
。

定例会・臨時会

　皆さまの生の声をお聴かせいただき、よりよいまちづくりに反映させるため町民と議会
の意見交換会を開催します。今年は議会をより身近なものに感じていただくことを願い、
議場の見学も予定しております。皆さまのご参加をお待ちしております。

令和６年度　町民と議会の意見交換会

お問い合せ：東川町議会事務局　℡ .0166-82-2111
E-mail　gikai.jimukyoku@town.higashikawa.lg.jp

日時

会場

プログラム

11/20（水） １回目　10：00 ～ 12：00
２回目　18：30 ～ 20：30

※午前と午後に開催します。ご都合の良い回にお越しください。
※事前申込みは不要です。直接会場へお越しください。

東川町役場３階大会議室

①議場見学～議場の中をご案内します。
②意見交換会～町政全般について意見交換。

幼児センター大規模改修工事
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覧
を
記
載
す
る
こ
と
。

④
予
定
価
格
が
算
定
で
き
ず
、

一
式
計
上
の
場
合
は
業
務
終

了
時
に
受
託
者
の
実
支
出
額

で
精
算
を
行
う
こ
と
。

　

２
点
目
は
地
域
公
共
交
通

対
策
事
業
に
つ
い
て
で
す
が

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
は

町
民
の
足
の
確
保
と
し
て
主

要
な
政
策
で
す
。

　

本
件
事
業
の
執
行
に
際
し

て
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
よ
う
配
慮
い
た

だ
き
た
い
。

●
診
療
所
特
別
会
計
決
算

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
前
年
度
に
比
べ
約
６
０
０

０
万
円
多
い
１
億
６
１
２
５

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
に
位
置
付
け
ら

れ
関
連
す
る
交
付
金
や
支
援

金
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
金
が
６
２

２
７
万
円
と
多
額
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

今
後
と
も
一
般
財
源
の
繰

入
額
縮
減
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
一
般
会
計
決
算

　

歳
入
歳
出
総
額
は
約
１
７

０
億
円
で
規
模
が
大
き
い
が
、

合
規
性
を
も
っ
て
正
確
に
処

理
さ
れ
近
郊
の
市
町
と
比
較

す
る
と
少
な
い
職
員
数
で
業

務
を
行
い
、
主
要
財
政
力
指

数
等
も
良
好
な
位
置
に
あ
る

こ
と
に
理
事
者
並
び
に
職
員

に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、
今

後
と
も
財
政
状
況
に
配
慮
し

つ
つ
町
の
課
題
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
決
算
審
査
の
中
で

は
次
の
２
点
に
つ
い
て
今
後

配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
点
目
は
、
委
託
料
の
契

約
締
結
で
あ
り
ま
す
が
地
方

公
共
団
体
の
契
約
は
一
般
競

争
入
札
、
指
名
競
争
入
札
、

随
意
契
約
又
は
せ
り
売
り
の

４
種
で
、
随
意
契
約
は
、
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
２
の
第
１
項
１
号
か
ら

第
９
号
ま
で
に
該
当
す
る
場

合
に
限
り
特
例
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
原
則
２
名

以
上
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴

収
し
、
予
定
価
格
以
内
で
随

意
契
約
を
す
る
見
積
も
り
合

わ
せ
を
基
本
と
す
る
こ
と
か

ら
、
次
の
４
点
に
つ
い
て
配

慮
い
た
だ
き
た
い
。

①
随
意
契
約
は
見
積
も
り
合

わ
せ
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

②
や
む
を
得
ず
１
社
特
命
随

意
契
約
の
場
合
は
そ
の
理
由

と
関
係
条
項
を
明
確
化
す
る

こ
と
。

③
委
託
業
務
仕
様
書
に
具
体

的
な
業
務
内
容
と
成
果
品
一

監
査
委
員
の
意
見　
令
和
５
年
度

長原代表監査委員

　

診
療
所
は
地
域
に
と
っ
て

必
要
な
医
療
を
継
続
的
に
か

つ
安
定
的
に
提
供
し
、
安
心

安
全
で
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
地
域
医
療
機
関
を
目
指
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
土
地
開
発
基
金
運
用
状
況

　

定
額
の
資
金
運
用
を
す
る

た
め
の
基
金
（
土
地
開
発
基

金
）
の
令
和
５
年
度
の
収
支

の
状
況
は
、
町
有
地
と
し
て

売
却
し
た
も
の
１
か
所
、
売

却
額
合
計
４
５
０
０
万
円
と

利
息
額
９
万
円
の
合
計
４
５

０
９
万
円
を
積
立
、
２
件
の

土
地
購
入
費
１
１
７
万
円
を

取
り
崩
し
て
お
り
、現
金（
預

貯
金
）
年
度
末
残
高
は
１
億

２
２
６
５
万
円
と
な
り
、
土

地
購
入
に
よ
る
運
用
額
７
９

２
７
万
円
（
６
件
分
）
と
の

合
計
額
は
、
２
億
１
９
２
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
運
用
は
設

置
目
的
に
沿
っ
て
正
規
な
手

続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務

適
用
初
年
度
で
も
あ
り
、
そ

の
関
係
書
類
は
い
ず
れ
も
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

出
納
事
務
に
お
け
る
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
か
つ
そ
の

予
算
執
行
も
適
正
で
あ
る
と

認
め
ま
す
。

　

経
営
状
況
を
示
す
損
益
計

算
書
や
対
象
お
よ
び
貸
借
対

照
表
は
審
査
の
途
中
で
固
定

資
産
が
正
確
に
把
握
さ
れ
て

な
い
こ
と
が
判
明
し
、
法
適

用
初
年
度
で
あ
る
こ
と
も
相

ま
っ
て
財
務
状
況
の
掌
握
が

困
難
で
す
。

　

次
の
２
点
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
下
水
道
固
定

資
産
を
正
確
に
把
握
し
、
経

営
状
況
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
あ
る
。

　

２
点
目
は
西
部
処
理
区
と

旭
岳
処
理
区
で
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
異
な
り
ま
す
が
そ
れ

ぞ
れ
の
処
理
区
の
目
的
を
踏

ま
え
経
営
分
析
と
今
後
の
経

営
計
画
を
立
て
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

監査委員の意見

東川町議会報 203 号（6）



（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
際
に

女
性
な
ど
胸
部
を

覆
っ
て
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
役
割

の
ほ
か
、
患
部
固

定
や
出
血
な
ど
応

急
処
置
に
も
使
用

で
き
る
三
角
巾
の

配
置
を
い
つ
頃
ま

で
に
完
了
す
る
予

定
か
。

②
公
共
施
設
だ
け

で
は
な
く
、
民
間

施
設
、
ス
ー
パ
ー

と
か
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
に
置
か
れ
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
も
三

角
巾
を
配
置
し
て
は
。

町　

長

①
近
日
中
に
各
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
箇
所
に
三
角
巾
を

配
置
し
ま
す
。

　

三
角
巾
の
使
用
方
法
の
表

示
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
民
間
施
設
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
は
三
角
巾
の
配
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
三
角
巾
の
有
用

性
・
必
要
性
は
認
識
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
公
共
施
設
に

配
置
し
て
そ
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
民
間
施
設
の
配
置
・

周
知
を
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質　

問

　

尿
も
れ
パ
ッ
ド
は
男
女
問

わ
ず
使
用
す
る
の
で
、
公
共

施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
配
置

し
て
は
。

町　

長

　

主
要
な
施
設
に
つ
い
て
は

多
目
的
ト
イ
レ
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

男
性
ト
イ
レ
に
試
行
的
に
配

置
を
し
て
い
ま
す
。

問

問

答

答

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
の
配
置
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
の
配
置
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
は

近
日
中
に
配
置

近
日
中
に
配
置

国
の
導
入
を
見
据
え
て
検
討
す
る

国
の
導
入
を
見
据
え
て
検
討
す
る

質　

問

　

帯
状
疱
疹
は
、
子
ど
も
の

頃
の
水
疱
瘡
の
ウ
イ
ル
ス
が

体
の
中
に
残
っ
て
お
り
、
50

歳
か
ら
80
歳
ぐ
ら
い
の
中
で

30
％
ぐ
ら
い
の
割
合
で
発
症

し
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
の
生
ワ
ク
チ
ン

が
２
万
円
程
度
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
２
回
接
種
が
必
要

で
４
万
円
か
か
り
ま
す
。

　

国
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
町
で
先
行
し
て

助
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

町　

長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性

と
、
近
隣
自
治
体
の
鷹
栖
、

上
川
、
当
麻
、
愛
別
町
で
助

成
を
し
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
ワ
ク
チ
ン

問答
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
配
置
は

ク
ス
配
置
は

男
性
ト
イ
レ
に

男
性
ト
イ
レ
に

試
行
的
に
配
置

試
行
的
に
配
置

を
定
期
接
種
に
位
置
付
け
る

方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
国

で
来
年
４
月
導
入
と
見
据
え

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　

町
に
お
け
る
接
種
費
用
助

成
は
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
定
期
接
種
の
め
ど
が
つ
い

た
段
階
で
、
次
年
度
で
の
予

算
化
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

薦 田 　敏 次

一般質問
（５議員が登壇）

AEDと三角巾の設置
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

75
歳
以
上
の
町
内
歯
科
医

療
を
無
料
に
す
る
と
２
８
０

万
円
程
度
と
試
算
さ
れ
ま
す

が
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
と

考
え
る
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

負
担
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
無
料
化
す
る
考
え
は
。

町　

長

　

２
８
０
万
円
は
町
内
３
か

所
の
歯
科
医
療
機
関
で
の
試

算
で
す
が
、
旭
川
市
な
ど
も

含
め
る
と
５
０
０
万
円
ぐ
ら

い
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
さ

ら
に
無
料
化
と
な
る
と
診
療

が
促
進
さ
れ
て
金
額
は
上
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
町
内
の
交
通

対
策
の
あ
り
方
の
全
面
的
な

見
直
し
や
、
高
齢
者
を
中
心

と
す
る
町
民
の
居
場
所
を
し

っ
か
り
と
確
保
し
、
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
高
齢

者
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
推
進
す
べ
き
優
先
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問

　

体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は

食
事
が
大
事
で
、
歯
を
し
っ

か
り
守
る
必
要
が
あ
り
、
口

腔
衛
生
・
治
療
が
病
気
に
与

え
る
影
響
を
軽
減
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
歯
科
医

療
は
重
要
で
は
。

町　

長

　

口
腔
衛
生
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
認
識
を
し
て
お
り
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
お

口
の
健
康
講
座
を
実
施
し
た

り
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で

口
腔
機
能
向
上
事
業
を
年
２

回
実
施
し
て
お
り
、
今
後
更

に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

質　

問

　

今
年
度
の
入
学
生
は
71
名

で
昨
年
の
52
名
か
ら
増
加
し

ま
し
た
が
、
主
な
要
因
は
。

教
育
長

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
教
職
員
の
意
識
改

革
を
行
い
学
校
の
魅
力
化
に

前
進
す
る
機
運
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

学
校
説
明
会
で
生
徒
自
ら

学
校
行
事
や
部
活
を
説
明
し

た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の

刷
新
、
学
び
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
効
果
に
加
え
、
町
の
マ

ス
コ
ミ
へ
の
露
出
も
増
え
そ

れ
ら
の
相
乗
効
果
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問答
7575
歳
以
上
の
歯
科
医
療
の
無
料
化
を

歳
以
上
の
歯
科
医
療
の
無
料
化
を

口
腔
の
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

口
腔
の
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

質　

問

　

中
学
生
が
減
少
す
る
中
で

高
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
現
在
の
２
ク
ラ
ス
を
維

持
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

教
育
長

　

１
ク
ラ
ス
減
る
と
教
員
が

11
名
し
か
配
置
さ
れ
ず
、
２

ク
ラ
ス
だ
と
21
名
配
置
さ
れ
、

魅
力
あ
る
教
育
課
程
を
作
れ

ば
更
に
教
員
の
加
配
も
可
能

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

１
ク
ラ
ス
で
は
先
生
が
配

置
で
き
な
い
科
目
が
生
じ
て

配
信
授
業
で
学
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
り
、
部
活
動
や
行
事
な

ど
に
も
支
障
が
出
る
た
め
、

２
ク
ラ
ス
は
必
須
だ
と
考
え

ま
す
。

質　

問

　

旭
川
市
内
の
普
通
高
校
と

の
競
争
が
激
化
す
る
中
で
魅

力
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

東
川
町
は
国
際
交
流
が
非
常

に
盛
ん
な
の
で
語
学
教
育
に

特
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
た

り
、
町
立
化
と
い
う
道
も
あ

る
の
で
は
。

教
育
長

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
国
際

教
育
の
科
目
を
新
た
に
設
置

し
よ
う
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

存
続
の
た
め
様
々
な
子
ど

も
の
学
び
の
多
様
化
に
対
応

で
き
る
教
員
の
配
置
も
道
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
道
立
で
は
存
続
が
難

し
い
と
な
れ
ば
町
立
化
の
検

討
も
必
要
で
す
が
そ
の
場
合

は
、
幼
小
中
と
の
連
携
や
地

域
の
産
業
や
町
が
協
定
を
結

ん
で
い
る
企
業
と
の
連
携
な

ど
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ

く
り
が
可
能
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

問答
東
川
高
校
の

東
川
高
校
の

今
後
は

今
後
は

魅
力
化
を
図

魅
力
化
を
図

り
ま
す

り
ま
す

鶴 間 　松 彦

一般質問

東川高校の入学案内パンフレット

東川町議会報 203 号（8）



質　

問

　

こ
れ
ま
で
学
校
が
主
体
と

な
っ
て
い
た
部
活
動
を
、
新

た
に
教
育
委
員
会
が
主
体
と

な
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移

行
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
計
画
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
か
。 

　

地
域
移
行
に
つ
い
て
は
教

員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に

な
り
、
学
校
教
育
の
質
の
向

上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
で
も
あ

り
保
護
者
は
不
安
な
気
持
ち

を
持
っ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
声
が
教
育
委
員
会

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　

少
子
化
が
進
展
し
学
校
の

働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
部

活
動
を
従
前
と
同
様
の
体
制

で
運
営
す
る
こ
と
は
大
変
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
は
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年
間

を
改
革
推
進
期
間
と
位
置
付

け
て
お
り
、
町
で
は
中
学
校

に
あ
る
九
つ
の
部
活
動
を
地

域
ク
ラ
ブ
へ
移
行
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

保
護
者
の
方
か
ら
は
、
生

徒
の
活
動
が
ど
う
変
わ
る
の

か
、
指
導
者
は
ど
う
な
る
か

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

９
月
よ
り
各
部
活
動
ご
と

に
保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
、

地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
針
や

今
後
の
見
通
し
な
ど
説
明
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

早
け
れ
ば
10
月
頃
か
ら
、

遅
く
と
も
今
年
度
中
に
全
て

の
部
活
動
を
地
域
移
行
す
る

予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

地
域
移
行
の
取
り
組
み
を

き
っ
か
け
に
全
道
・
全
国
大

会
に
出
場
す
る
個
人
・
団
体

対
象
の
補
助
金
の
見
直
し
も

検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　

遠
征
費
は
監
督
が
１
０
０

％
を
補
助
、
選
手
と
コ
ー
チ

は
75
％
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
熱
中
症
で
子
ど
も

の
死
亡
率
が
増
え
て
ク
ー
ル

タ
イ
ム
を
設
け
て
い
る
種
目

も
あ
り
、
そ
こ
に
は
保
護
者

が
救
護
す
る
規
定
も
あ
る
の

で
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
護
者

へ
の
補
助
も
新
た
に
検
討
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長

　

こ
れ
ま
で
も
引
率
指
導
者

だ
け
で
は
な
く
、
サ
ブ
コ
ー

チ
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う

な
役
割
の
方
に
も
補
助
し
て

き
ま
し
た
が
、
必
要
で
あ
れ

ば
修
正
を
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長

　

町
と
し
て
は
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
を
最
大
限
応
援
す
る

と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
、

現
行
制
度
に
よ
っ
て
幅
広
く

補
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問答
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

今
年
度
中
に
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行

今
年
度
中
に
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行

　

例
え
ば
一
部
の
保
護
者
な

ど
、
必
要
と
な
る
よ
う
な

方
々
に
対
し
て
の
措
置
も
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域

移
行
に
よ
る
変
化
を
見
定
め

な
が
ら
対
応
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

高 橋 　 恵

一般質問

部活動（剣道部）

（9）東川町議会報 203 号



質　

問

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
は
今
年
度
終
了
時
点
で

全
体
の
43
％
を
終
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

計
画
通
り
作
業
の
効
率
化

は
か
な
り
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

水
田
が
大
き
く
な
り
更
な

る
効
率
を
と
考
え
る
の
が
自

然
の
流
れ
で
機
械
も
更
新
時

期
に
合
わ
せ
て
大
型
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

機
械
を
更
新
す
る
際
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し

く
あ
ら
ゆ
る
物
の
価
格
が
上

が
り
、
農
業
機
械
に
お
い
て

は
価
格
が
１
・
５
倍
以
上
も

上
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

負
担
が
大
き
い
で
す
。

　

現
行
の
補
助
事
業
は
目
標

ポ
イ
ン
ト
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
採
択
も
な
か
な
か
受
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
行
の
事
業
が
続
く
の
か

新
た
に
補
助
率
の
高
い
も
の

が
出
て
き
ま
す
か
。

町　

長

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
は
今
年
度
事
業
が
完
了

す
る
と
、
第
一
地
区
が
１
１

５
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
６

８
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
進
捗
率

58
％
、
第
二
地
区
は
１
６
３

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
５
１

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
進
捗
率
31

％
と
な
り
、
町
全
体
で
は
２

７
９
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち

１
１
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完

了
と
な
り
進
捗
率
は
43
％
と

い
う
状
況
で
、
概
ね
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
東
川
町
農
協
が

事
業
主
体
と
な
り
、
町
も
全

面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

東
川
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事
業
は
、
今
年
６
月
に
精

米
施
設
が
稼
働
を
開
始
し
、

来
年
に
は
乾
燥
調
製
施
設
な

ど
全
て
の
機
能
が
稼
働
す
る

こ
と
に
な
り
、
稲
作
に
お
け

る
効
率
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
伴
い
、

農
業
経
営
の
効
率
化
や
規
模

拡
大
が
進
行
す
る
こ
と
が
想

像
で
き
る
こ
と
か
ら
、
農
業

機
械
の
更
新
が
必
要
と
な
っ

て
い
く
こ
と
も
承
知
し
て
い

ま
す
。 

　

こ
こ
数
年
は
他
産
地
に
お

け
る
目
標
ポ
イ
ン
ト
が
相
対

的
に
上
が
っ
て
い
る
傾
向
が

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
申

請
受
付
の
相
談
時
に
ポ
イ
ン

ト
を
試
算
し
、
採
択
想
定
ポ

イ
ン
ト
に
届
い
た
事
業
に
つ

い
て
申
請
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
申
請
し
て
も
採

択
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
増

え
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

令
和
７
年
度
農
林
水
産
関

係
予
算
概
要
要
求
で
は
、
全

体
で
前
年
度
対
比
１
１
６
・

３
％
増
の
２
兆
６
３
９
８
億

円
、
前
年
度
は
２
兆
２
６
８

６
億
円
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
補
助
要
件
な
ど

は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

新
た
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
集
中
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

農
業
機
械
更
新
な
ど
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
制
度
の

活
用
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

　

本
件
に
限
ら
ず
国
の
予
算

及
び
制
度
の
動
向
に
注
視
す

る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
の

詳
細
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
ら

速
や
か
に
農
業
者
の
皆
様
へ

情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
農
業
機
械
の
補
助
事
業
は

農
業
機
械
の
補
助
事
業
は

国
の
予
算
及
び
制
度
の
動
向
を
注
視

国
の
予
算
及
び
制
度
の
動
向
を
注
視

津 谷 　俊 弘

一般質問

東4号基盤整備事業

東川町議会報 203 号（10）



質　

問

　

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
は
孤
独
や
孤
立
に

よ
る
心
身
へ
の
有
害
な
影
響

を
受
け
て
い
る
人
々
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

重
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
民
生
委
員
・
見
守
り
隊
・

町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
関
わ
り

方
も
含
め
対
策
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

町　

長

　

高
齢
者
を
対
象
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局

と
し
実
態
把
握
の
た
め
に
訪

問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

に
か
け
て
、
75
歳
以
上
の
単

身
高
齢
者
約
４
２
０
名
の
う

ち
、
関
係
機
関
と
関
わ
り
の

な
い
方
は
１
８
５
名
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
緊
急
性
の
あ

る
ケ
ー
ス
は
把
握
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

必
要
に
応
じ
、
福
祉
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
対
応
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
関
係
機

関
が
情
報
を
有
し
て
い
な
い

場
合
は
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
配
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
見
守

り
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

質　

問

　

若
い
世
代
の
単
身
者
は
把

握
し
て
い
ま
す
か
。

町　

長

　

75
歳
以
下
の
世
代
の
単
身

者
に
つ
い
て
は
把
握
を
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
利
点
と
し
て
、
隣

同
士
の
付
き
合
い
や
隔
て
な

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
事
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
促
進
で
き
る
よ

う
な
支
援
制
度
も
作
っ
て
い

ま
す
し
、
成
果
が
出
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
孤
独
・
孤
立
死
を
防
ぐ

た
め
の
見
守
り
対
策
に
つ
い

て
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答
孤
独
や
孤
立
死
を
防
ぐ
対
策
は

孤
独
や
孤
立
死
を
防
ぐ
対
策
は

孤
立
者
の
把
握
と
横
の
繋
が
り
を
強
化

孤
立
者
の
把
握
と
横
の
繋
が
り
を
強
化

①
国
の
責
任
で
、
教
職
員
未
配
置
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

た
め
の
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

①
特
別
支
援
学
校
建
設
の
た
め
の
国
庫
補
助
率
３
分
の
２

へ
引
き
上
げ
る
こ
と

②
特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
標
準
を
改
善
す
る
こ
と

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で
衆
議
院
議

長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

国
の
責
任
で
教
職
員
未
配
置
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書

特
別
支
援
学
校
の
過
大
過
密
解
消
及
び

特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
標
準
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書

え
ん
罪
被
害
者
を
速
や
か
に
救
済
す
る

た
め
に
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

①
え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た
め
に
、
再

審
法
を
速
や
か
に
改
正
す
る
こ
と

一般質問・意見書

藤倉　智恵子
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信
機
器
を
つ
か
っ
て
時
間
に

と
ら
わ
れ
ず
議
会
を
傍
聴
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

に
よ
る
視
聴
機
会
の
提
供
は

本
町
に
お
い
て
も
必
要
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
か
と
考
え
る
。

　

特
に
近
年
で
は
東
川
町
を

選
好
し
定
住
を
決
め
た
住
民

が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
潜

在
的
に
町
の
政
策
形
成
の
過

程
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
有

し
て
い
る
者
が
増
え
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
住
民
の
た
め

に
も
こ
の
時
期
に
視
聴
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
は
大
き
な

意
味
を
も
つ
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
議
員
の

な
り
手
の
不
足
と
い
う
の
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
り
手
不
足
の
要
因
は
複

数
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
の
要
因
が
議
会
の

敷
居
の
高
さ
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

住
民
誰
も
が
議
会
で
の
議

論
を
気
軽
に
視
聴
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町

政
や
議
会
に
対
す
る
敷
居
が

低
く
な
り
、
町
政
を
理
解
し
、

関
心
が
高
ま
る
き
っ
か
け
と

な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
次
の
選
挙
を

踏
ま
え
た
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
の
一
助
に
も
な
る
こ

と
も
期
待
で
き
、
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
も
導
入
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

中
継
手
法
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
６
月
20
日
第
２

回
定
例
会
で
は
議
会
録
画
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

事
務
局
に
お
い
て
簡
易
な

編
集
を
し
た
も
の
を
視
聴
し

中
間
報
告

　

第
１
回
か
ら
第
６
回
ま
で

の
調
査
検
討
を
重
ね
る
中
で
、

現
時
点
に
お
い
て
特
別
委
員

会
と
し
て
の
方
針
が
ま
と
ま

り
決
定
と
な
っ
た
事
項
に
つ

い
て
結
果
を
報
告
す
る
。

　

現
在
検
討
中
の
事
項
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
調
査
検
討

を
行
い
最
終
報
告
に
お
い
て

報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る

１　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
導
入
・
議
会
ラ
イ
ブ

配
信
に
つ
い
て

　

議
会
に
お
け
る
議
論
の
透

明
性
を
図
る
機
会
と
し
て
、

従
来
は
傍
聴
や
議
事
録
の
公

開
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
が
、
高
齢
化
や
住
民
の

日
常
生
活
の
多
忙
化
な
ど
住

民
の
生
活
様
式
が
変
わ
る
中
、

各
家
庭
に
普
及
し
た
電
子
通

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
報
告
書

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
報
告
書

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
結
果

を
見
る
限
り
、
既
存
設
備
に

カ
メ
ラ
を
接
続
し
た
簡
易
な

整
備
な
が
ら
記
録
、
音
質
と

も
良
好
に
撮
れ
て
い
た
。

　

他
市
町
村
の
議
会
中
継
で

は
質
問
議
員
の
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
な
ど
を
用
い
た
操
作
、

編
集
を
駆
使
し
中
継
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
デ
モ
を

見
る
限
り
議
員
側
・
執
行
者

側
全
体
の
２
画
面
で
の
切
り

替
え
で
十
分
に
議
会
の
雰
囲

気
・
内
容
は
伝
わ
る
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ブ
中
継
が
良

い
の
か
録
画
中
継
が
良
い
の

か
と
い
う
議
論
に
お
い
て
は
、

視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
の
で
基
本
的
に
は

両
方
の
方
式
導
入
を
目
指
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
優
先

度
に
お
い
て
は
住
民
が
時
間

に
と
ら
わ
れ
ず
議
会
中
継
を

視
聴
で
き
る
点
や
ラ
イ
ブ
継

で
危
惧
さ
れ
る
不
適
切
な
発

言
等
の
初
期
の
対
応
を
考
え

る
と
は
じ
め
の
取
り
組
み
と

し
て
は
録
画
中
継
の
方
が
優

先
度
は
高
い
の
か
と
考
え
る
。

　

具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て

は
執
行
者
側
と
十
分
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後

も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

コ
ス
ト
と
必
要
性
を
勘
案
し

適
切
な
方
法
で
議
会
中
継
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
議
会
中
継
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
東
川
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

議
論
が
あ
っ
た
。

　

議
会
中
継
を
行
う
に
あ
た

り
東
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
配
信
ペ
ー

ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ

う
議
会
ペ
ー
ジ
の
見
せ
方
に

つ
い
て
見
直
し
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

委員会報告
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委員会報告

　

以
上
を
も
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
関
す
る
議
論

の
ま
と
め
と
す
る
。

２　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
導
入
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
会
議
利
用
の
規

定
整
備
、
デ
ー
タ
管
理
の

電
子
化
等
に
つ
い
て

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て
は
膨
大
な
紙
資
料

の
縮
減
に
よ
る
経
費
、
環
境

へ
の
配
慮
の
他
、
過
去
資
料

の
保
存
、
通
信
機
能
や
グ
ル

ー
プ
ウ
エ
ア
を
用
い
た
連
絡

調
整
機
能
な
ど
議
員
活
動
に

お
い
て
も
有
用
な
機
能
を
有

し
て
お
り
、
特
に
ペ
ー
パ
レ

ス
化
に
つ
い
て
は
時
代
の
要

請
と
も
捉
え
ら
れ
各
地
の
議

会
で
も
導
入
が
す
す
ん
で
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
過

去
の
特
別
委
員
会
か
ら
議
論

は
行
わ
れ
て
お
り
、
導
入
時

期
を
伺
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
執
行
側
の
ペ
ー
パ

レ
ス
化
が
進
む
中
、
議
会
に

お
い
て
も
導
入
を
決
定
し
機

器
操
作
の
習
得
を
進
め
る
時

期
が
来
た
と
考
え
る
。

機
器
の
選
定
に
つ
い
て

　

議
会
と
し
て
は
、
議
案
等

資
料
へ
の
メ
モ
機
能
は
必
須

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
子
文

書
に
ペ
ン
を
用
い
て
書
き
込

み
の
で
き
る
以
下
の
機
器
で

デ
モ
機
を
借
用
し
検
証
を
行

っ
た
。

①
Ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　

Ｐ
ｒ
ｏ
（
13

イ
ン
チ
）
※
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

②M
icrosoft surface 

PRO

（
13
イ
ン
チ
）
※
Ｐ

Ｃ
型　

Ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　

Ｐ
ｒ
ｏ

に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
専
用
機
で
あ
り
、
表

示
の
美
し
さ
、
書
き
込
み

の
際
の
滑
ら
か
な
反
応
は

surface PRO

を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
フ

ォ
ル
ダ
の
管
理
概
念
が
Ｐ
Ｃ

と
は
異
な
る
こ
と
、
Ｐ
Ｃ
型

と
比
べ
て
複
数
画
面
の
展
開

操
作
が
難
し
い
と
こ
ろ
、
文

書
の
作
成
で
用
い
ら
れ
る
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
が

課
金
制
し
か
選
択
で
き
ず
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、Microsoft surface 

PRO

に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｃ
に
書

き
込
み
機
能
を
装
備
し
た
機

種
で
あ
る
が
、
画
面
拡
大
縮

小
を
行
う
際
の
表
示
の
滑
ら

か
さ
、
電
子
ペ
ン
を
使
っ
た

書
き
込
み
の
反
応
に
つ
い
て

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
専
用
機
よ
り

劣
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
フ

ォ
ル
ダ
管
理
の
概
念
や
、
複

数
の
フ
ァ
イ
ル
の
展
開
が
可

能
な
点
な
ど
慣
れ
親
し
ん
だ

Ｐ
Ｃ
で
の
利
用
と
同
じ
方
法

で
利
用
で
き
る
。

　

利
用
方
法
が
単
体
議
案
の

表
示
だ
け
で
あ
れ
ば
多
く
の

議
会
が
採
用
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ

ａ
ｄ　

Ｐ
ｒ
ｏ
が
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
本
町
議
会
で

の
運
用
を
考
え
た
際
、
議
案

の
閲
覧
だ
け
で
は
な
く
、
通

信
機
能
の
利
用
や
、
機
器
を

用
い
て
文
章
作
成
や
文
書
管

理
を
行
う
な
ど
、
複
数
業
務

で
の
利
用
に
よ
り
導
入
の
効

果
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
は

習
熟
度
に
つ
い
て
は
議
員
間

で
差
が
あ
る
と
は
い
え
ほ
と

ん
ど
の
議
員
が
使
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
導
入
時
の
ハ
ー
ド

ル
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
に
比
べ

低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
Ｐ
Ｃ
型
の
機
器
の
中
か

ら
機
種
を
選
定
し
導
入
を
検

討
す
べ
き
と
い
う
結
論
に
至

っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
会
議
利
用

の
規
定
整
備
、
デ
ー
タ
管

理
の
電
子
化
等
に
つ
い
て

　

機
器
導
入
に
あ
た
り
、
議

場
で
の
利
用
規
定
に
つ
い
て

も
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

電
子
機
器
を
導
入
し
た
場

合
に
お
い
て
も
、
操
作
性
に

お
い
て
は
紙
媒
体
に
軍
配
が

あ
が
る
こ
と
は
否
め
ず
、
議

案
に
関
連
す
る
個
人
的
な
資

料
な
ど
に
つ
い
て
は
別
の
電

子
機
器
で
管
理
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
電
子

機
器
を
複
数
台
持
ち
込
む
こ

と
を
可
と
す
べ
き
か
ど
う
か

の
議
論
も
あ
っ
た
。

　

議
場
内
で
の
電
子
機
器
の

使
用
に
つ
い
て
は
規
律
と
し

て
明
確
で
な
い
部
分
も
あ
り
、

議
会
で
の
議
論
の
内
容
を
高

め
る
た
め
に
電
子
機
器
の
使

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
規

律
と
す
べ
き
か
、
執
行
側
と

も
十
分
に
協
議
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
管
理
の
電

子
化
を
す
す
め
る
べ
き
と
い

う
項
目
に
つ
い
て
は
今
後
タ

ブ
レ
ッ
ト
化
が
進
む
に
つ
れ

資
料
の
電
子
化
が
す
す
む
の

か
と
思
う
が
、
過
去
の
資
料

に
つ
い
て
も
議
員
が
簡
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
構

築
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

以
上
第
６
回
ま
で
の
議
会

改
革
等
特
別
委
員
会
に
お
い

て
決
定
し
た
事
項
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
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　（令和６年８月７日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・キトウシの森合併処理浄化槽改修工事請負契約（契約金額69,630千円） 原案可決

　（令和６年９月10日～ 17日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・原案のとおり認定。
・　　　〃
・　　　〃

原案認定
〃
〃

・102,271千円を増額し、総額16,983,417千円とする。
・13,056千円を増額し、総額502,434千円とする。

原案可決
〃

・東川日本語学校の定員数を120名とし、６カ月コースを廃止する改正。 原案可決

・高橋重敏氏の任期満了に伴う金田利浩氏の選任（新任）。
・任期満了に伴う柏原定和氏の任命（再任）。
・善行表彰６名９法人（行天容子氏、越智郁子氏、松田善春氏、佐藤茂氏、藤田裕三氏、宮崎邦範氏、株
式会社ファインドスターグループ、株式会社Ｒ－body、株式会社竹村コーポレーション、エア・ウォ
ーター・ライフソリューション株式会社、ＳＡＴＯ社会保険労務士法人、大地コンサルタント株式会社、
富士見工業株式会社、株式会社モンベル、株式会社内田洋行）

原案同意
〃
〃

・地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく報告。 報 告 済

・西５号道路改良工事請負契約（契約金額113,300,000円）。
・幼児センター大規模改修工事請負契約の変更（契約金額299,618,000円に変更）
・公園団地道路における町道路線の廃止及び認定。
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴うマイナン
バーカードと被保険者証一体化関係部分の変更。

原案可決
〃
〃
〃

・総務文教常任委員会委員長より意見書について趣旨説明
・　　　　　　　　　〃
・　　　　　　　　　〃
・　　　　　　　　　〃

原案可決
〃
〃
〃

・議会改革等特別委員会委員長より報告 報 告 済

・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出
・上川管内町村議会議員研修会に全議員を派遣する
　産業建設常任委員会所管事務調査に産業建設常任委員会委員を派遣する
　総務文教常任委員会所管事務調査に総務文教常任委員会委員を派遣する

原案可決
〃

●●●議会を傍聴しませんか●●●次回は12月12日～13日の予定です。

町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。
　　議場は、役場３階、傍聴席は30席あります。
　　団体の傍聴は、資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111
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全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第７回全員協議会 令和６年８月29日
・町からの情報提供事項について
・東川町建設業協会からの要望事項について
・議会改革等特別委員会中間報告について

第４回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

その他案件 ・キトウシの森合併処理浄化槽改修工事請負契約について

第３回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

決算認定
・令和５年度　東川町一般会計歳入歳出決算認定について
・令和５年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出決算認定について
・令和５年度　東川町公共下水道事業会計決算認定について

補正予算
・令和６年度　東川町一般会計補正予算（第４号）について
・令和６年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第３号）について

条 例 等 ・東川町立東川日本語学校条例の一部を改正する条例の制定について

人事案件

・東川町固定資産評価審査委員会委員の選任について
・東川町教育委員会委員の任命について
・被表彰者の推薦について

報 告
・令和５年度　東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに東川町下水道事業会計決算に係る健全
化判断比率及び資金不足比率について

その他案件

・西５号道路改良工事請負契約について
・幼児センター大規模改修工事請負契約の変更について
・町道路線の廃止及び認定について
・北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について

意 見 書

・国の責任で教職員未配置問題の改善を求める意見書
・特別支援学校の過大過密解消及び特別支援学級の学級編制標準の改善を求める意見書
・えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書
・東川町議会のあり方等諸課題についての調査、研究に関する中間報告書

調査報告 ・東川町議会のあり方等諸課題についての調査、研究に関する中間報告書

そ の 他

・閉会中の所管事務等の調査の申し出
・議員派遣について

（15）東川町議会報 203 号



会議の記録はせんとぴゅあⅡ閲覧室とホームページで見ることができます。

８月

９月

10月

１日　無縁墓碑慰霊祭
２日　写真甲子園2024表彰式・閉会式
３日　第40回写真の町東川賞授賞式
５日　富山県射水市議会いみず志政会・自民議員会議員視察対応
６日　山形県上山市議会市民クラブ議員視察対応
７日　東川町議会第４回臨時会
　　　第４回議会改革等特別委員会
８日　長野県上田市議会新生会議員視察
20日　北海道町村議会議長会議会広報研修会（札幌市）
　　　第９回高校生国際交流写真フェスティバル開会式
21日　例月公金出納検査
　　　美瑛・東神楽・東川町議会議員交流会（東神楽町）
22日　東川町産業振興懇談会
23日　上川中央部市・町議会議長会定例会議（美瑛町）
24日　第９回高校生国際交流写真フェスティバル閉会式
27日　定例会前各常任委員会
　　　第６回議会改革等特別委員会
28日　岩手県八幡平市議会議員視察対応
29日　第７回全員協議会

　　２日　令和５年度決算監査講評
　　３日　第５回議会運営委員会
　　　　　高知県議会総務委員会議員視察対応
　　７日　カーボンニュートラルフェスタ2024
　　10日　令和６年東川町議会第３回定例会（１日目）
11～12日　各常任委員会議案調査（決算審査）
　　11日　第46回北海道神宮神饌田抜穂祭
　　13日　東川日本語学校第18回卒業式
　　17日　令和６年東川町議会第３回定例会（２日目）
　　22日　開拓130周年記念イベント
　　24日　例月公金出納検査
　　25日　交通安全祈願祭
　　　　　鹿追町議会議員視察対応
　　26日　行政監査

　　１日　第７回第２次議会改革等特別委員会
　　　　　東川町議会森林・林業・林産業活性化推進議員連盟設立総会
　　　　　第６回議会運営委員会
　　２日　旭川福祉専門学校令和６年度10月期入学式
　　３日　東川日本語学校第19回入学式
　　　　　大分県佐伯市議会さいき会視察対応
　　４日　議会報編集特別委員会①
　　８日　家畜感謝祭
　　11日　議会報編集特別委員会②
　　16日　更別村議会議員視察対応
17～18日　上川管内町村議会議長研修会（美深町）
　　18日　秋田県小坂町議会総務福祉常任委員会議員視察対応
　　21日　例月公金出納検査
　　　　　議会報編集特別委員会③
　　22日　上川管内町村議会議員研修会（東神楽町）
23～25日　定例監査
　　26日　東川第一・第二・第三小学校学芸会
　　27日　東川小学校学習発表会
　　28日　沖縄県糸満市議会議員視察対応
29～30日　産業建設常任委員会所管事務調査（弟子屈町・標茶町）
　　31日　雄武町議会産業厚生常任委員会議員視察対応

議会広報研修会

東川日本語学校第18回卒業式

発行：東川町議会／編集：議会報編集特別委員会　〒071‒1492 北海道上川郡東川町東町１丁目 ☎0166‒82‒2111 東川町議会報 203 号（16）
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